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凸

還
雁
の
毒
を
迎
へ
ら
れ
た

長
壽
吉
博
士

我
が
西
洋
史
學
界
の
亜
鎭
暹
森
吉
博
士
に
は
昨
年
九
月
を
以

‘
て
停
年
制
の
申
合
に
従
ひ
、
九
州
帝
叫
大
學
教
授
の
職
を
退
か

れ
、
學
界
よ
り
非
常
に
惜
ま
れ
て
ゐ
る
。
先
生
は
術
九
州
史
學

命
に
お
い
て
は
常
任
委
貝
を
酢
せ
ら
れ
、
新
に
顧
問
と
し
て
今

後
と
も
本
命
の
發
展
の
た
め
に
御
轆
力
下
さ
る
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。

顧
る
に
長
博
士
は
明
治
三
十
七
年
七
月
東
京
帝
剛
大
峰
丈
料

大
畢
史
學
科
を
御
卒
業
の
後
、
川
も
な
く
同
文
科
大
準
排
師
及

び
早
稲
川
大
學
・
法
政
大
學
誰
師
を
細
て
奈
良
女
子
商
等
師
範

學
校
致
投
更
に
學
禰
院
教
投
妓
主
那
と
し
て
誰
學
育
英
の
郡
に

川
ら
小
我
が
九
州
帝
剛
大
學
法
文
雛
部
の
側
没
せ
ら
る
上
や
入

り
て
数
授
と
な
り
西
洋
史
の
誹
座
を
推
任
せ
ら
れ
て
、
爾
来
昨

昭
和
十
五
年
九
月
御
退
常
に
至
る
ま
で
法
文
畢
部
に
御
在
峨
十

有
五
年
に
及
び
、
共
川
明
治
四
十
五
年
一
月
よ
り
二
ヶ
年
半
、

稠
逸
・
佛
削
西
に
、
更
に
大
正
十
二
年
十
月
よ
り
は
一
ヶ
年
川

佛
閑
西
・
英
図
・
和
蘭
竿
に
舟
學
せ
ら
れ
て
、
早
稲
川
大
祭
史

學
科
創
立
の
事
業
及
び
獅
辿
↑
ハ
ヴ
リ
ャ
王
立
岡
番
僻
螂
託
、

・
垂
報

彙
報’’

一
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京
都
帝
幽
大
學
司
番
宿
更
に
九
州
帝
閏
大
學
間
番
館
艇
と
し
て

は
同
州
番
館
の
伽
立
及
制
度
組
織
の
確
立
に
稚
痒
せ
ら
れ
、
同

時
に
本
學
法
文
學
部
史
學
諸
科
の
開
講
準
伽
を
誰
ら
れ
、
な
ほ

邸
内
に
於
け
る
各
諏
委
員
と
し
て
本
學
の
向
上
發
鵬
に
貢
献
せ

ら
れ
、
商
潔
の
人
桁
と
博
洽
の
畢
殖
と
を
以
て
學
術
の
振
興
後

進
の
育
成
等
に
そ
の
御
功
紙
は
洵
に
荘
大
な
も
の
で
あ
る
。
先
生
が
學
含
に
發
表
せ
ら
れ
た
若
述
及
諭
丈
竝
識
演
等
そ
の

主
典
な
も
の
Ｌ
み
で
も
七
十
に
垂
と
し
、
特
に
先
生
は
擁
十
七

世
紀
プ
ロ
シ
ャ
延
叫
史
及
十
九
世
紀
史
を
専
攻
せ
ら
れ
、
殊
に

九
大
で
は
十
九
世
紀
史
を
誰
ぜ
ら
れ
る
こ
と
十
右
五
年
に
及
ば

れ
た
。
先
生
は
ベ
ル
リ
ン
大
學
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
學
、
パ
リ
大

學
、
ラ
イ
デ
ン
大
畢
及
び
大
英
博
物
餓
脚
裸
館
等
の
丈
番
岡

審
を
渉
搬
せ
ら
れ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
雛
近
世
史
ゼ
ミ
ナ
ァ
ル
に

北
っ
て
研
究
せ
ら
れ
同
大
學
學
位
論
文
が
蹄
に
完
成
の
際
に
恰

も
仙
界
大
戦
に
愈
し
て
、
遂
に
提
出
す
る
に
至
ら
ず
し
て
蹄
朝

せ
ら
れ
た
。
こ
の
前
後
十
除
年
を
我
し
て
《
出
呂
⑦
口
Ｎ
○
斤
『
目

目
①
の
冒
日
①
国
房
§
Ｑ
吾
⑦
己
巷
さ
日
黒
旨
弓
○
胃
田
島
号
⑦

弓
冨
○
国
①
。
８
『
の
》
》
を
粁
さ
れ
て
獅
逸
・
佛
剛
四
文
杵
を
参
照

し
て
論
断
せ
ら
れ
て
、
之
を
単
位
術
求
論
文
と
し
て
京
都
帝
剛

大
學
丈
學
部
に
拠
出
せ
ら
れ
て
、
丈
爆
博
士
の
畢
位
を
得
ら
れ

た
。
こ
の
研
究
は
従
来
獅
逸
史
曝
者
に
依
っ
て
行
は
れ
た
研
究

の
佃
剛
な
る
論
断
を
辻
正
せ
ら
れ
、
・
潤
逸
佛
閑
西
丈
群
の
州
反

せ
る
も
の
竿
に
就
い
て
全
く
科
學
的
に
批
到
を
加
へ
て
も
時
州

二
三
五

I
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を
究
明
し
、
史
上
人
桁
の
業
統
を
明
腺
に
せ
ら
れ
史
學
の
發
逹

に
寅
献
す
る
所
多
大
で
あ
る
。
ま
た
錐
十
九
枇
紀
史
に
開
し
て

は
特
に
世
紀
中
難
の
猫
迎
及
び
佛
蘭
四
の
政
論
文
化
に
就
い
て

昨
棚
の
鍵
遜
、
人
格
の
業
統
、
別
し
て
ビ
エ
マ
・
ル
ク
及
び
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
と
そ
の
昨
代
と
の
剛
係
を
研
究
せ
ら
れ
て
、
多
く

の
前
文
を
發
表
さ
れ
た
。

ま
た
先
生
は
我
叫
の
僻
學
、
殊
に
九
州
の
僻
畢
に
就
い
て
そ
、

の
畢
挽
の
鍵
遜
、
思
想
の
推
移
殊
に
勤
王
思
恕
の
淵
源
を
研
究

せ
ら
れ
、
耐
丈
竝
び
に
誰
演
等
を
以
て
我
凹
近
世
文
化
の
由
来

を
明
か
に
し
僻
に
三
汕
梅
剛
、
脇
哨
室
、
帆
足
批
里
、
庇
瀬
淡

窓
等
諦
先
生
の
教
學
の
系
統
を
術
じ
、
そ
の
近
代
的
思
想
の
合

蕃
と
勤
王
思
想
の
顯
揚
と
を
指
摘
せ
ら
れ
て
、
從
來
こ
れ
ら
が

凋
立
畢
派
の
搭
稚
を
以
て
呼
ば
れ
た
の
を
否
定
し
て
藺
幾
學
派

の
搭
飛
を
主
咽
せ
ら
れ
た
。

尚
此
の
他
、
先
生
は
東
北
帝
剛
大
蛭
、
祁
岡
縣
女
子
卑
門
畢

校
に
淋
師
と
し
て
聯
せ
ら
れ
た
る
外
、
中
等
数
貝
誰
稠
介
講

師
、
共
の
他
文
部
打
主
催
群
報
含
、
九
州
帝
大
誰
蒋
介
、
縣
致

脊
介
誰
稠
介
等
の
誰
師
を
依
咽
せ
ら
れ
、
傍
ら
中
駆
校
、
女
學

校
戦
科
群
並
び
に
解
詫
神
を
藩
は
し
、
本
邦
歴
史
致
育
の
猯
導

改
葬
に
寄
與
せ
ら
れ
た
所
も
多
大
で
あ
る
。

著
書

一
、
○
の
②
ｏ
屋
呂
蔚
ユ
①
ｍ
Ｆ
営
丘
ロ
ロ
嘱
冒
＆
⑦
雰
⑦
い
ぬ
匡
帛
両
ロ
甲

置
ロ
ユ
ご
己
ご
蔚
口
］
篁
冒
ぎ
こ
日
旦
⑦
弓
．
（
の
蔚
口
○
時
望
で
荷
）

1

I

一
一
一
二
一
〈

シ
自
陣
ロ
○
ず
の
ロ
管
』
Ｃ
一
②
。

二
、
西
洋
近
世
史
（
世
界
雁
史
大
系
第
二
十
巻
）

昭
和
九
年
二
月
平
凡
祇

三
や
澗
洋
史
解
挽
昭
和
九
年
十
月
耐
山
腸

四
、
西
洋
近
世
史
（
世
界
歴
史
大
系
策
二
十
一
巻
）
・

昭
和
十
年
六
月
平
凡
肚

五
、
随
飛
来
西
南
北
人
昭
和
十
一
年
三
月
錐
一
番
腸

六
、
新
修
史
學
概
論
‐
昭
和
十
一
年
六
月
同
文
稚
院

七
、
對
照
新
誠
史
年
表
（
共
著
）

昭
和
十
三
年
五
月
帝
叫
秤
院

八
、
、
随
韮
一
韮
一
花
昭
和
十
四
年
七
月
白
水
肚

九
、
淡
窓
詩
話
及
約
言
或
問
校
訂
負
・

昭
和
十
五
年
二
月
岩
波
神
店

十
、
概
狐
西
洋
通
史
昭
和
十
五
年
六
月
同
文
蒋
院

十
一
、
猫
太
と
反
猫
太
昭
和
十
五
年
十
一
月
白
水
趾

十
二
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
図

昭
和
十
五
年
十
二
月
弘
丈
堂

．
｝
王
な
る
論
文
’

一
、
和
閑
人
の
見
た
る
京
阪

″

大
正
十
年
五
．
月
京
阪
文
化
史
論

二
、
所
訓
ピ
ス
マ
ル
ク
髄
制
の
端
緒
に
就
い
て

昭
和
十
二
年
二
月
齋
藤
先
生
記
念
論
文
築

三
、
・
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
・
プ
ル
ポ
ン
雨
朝
争
覇
時
代
ナ
ン
ト
勅

〃

グ

グ
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ひ

令
陵
止
前
の
時
期
に
於
け
る
北
欧
小
幽
の
勤
容

昭
和
十
三
年
十
月
九
州
帝
大
法
丈
學
部
十
脚
”

年
記
念
論
文
集

凹
、
文
化
史
上
に
於
け
る
佛
蘭
西
東
洋
政
漿
の
鍾
境

昭
和
十
四
年
五
月
束
西
丈
渉
史
柿
下
巻

五
、
英
幽
と
佛
脳
四昭

和
十
六
年
二
月
英
図
と
世
界
の
對
立

六
、
法
皇
レ
オ
十
三
世
流
の
一
〃
端

昭
和
五
年
十
二
月
史
＃

七
、
オ
リ
ヴ
ァ
以
後
昭
和
六
年
十
二
月
同
上

八
、
ケ
レ
タ
ロ
の
罪
の
由
来
に
就
て

・
昭
和
七
年
十
二
月
同

九
、
侯
閏
政
治
訓
餓
の
一
考
祭

昭
和
八
．
年
六
．
月
同

一
○
、
シ
レ
ジ
ャ
地
領
総
永
の
關
係

昭
和
九
年
三
月
同

一
．
一
、
生
子
信
教
に
剛
す
る
ケ
ル
ン
諦
諭
、

昭
和
・
九
年
六
月
同

一
二
、
オ
ル
シ
｜
一
事
錘
の
前
後

昭
和
十
年
三
月
同

二
一
、
彰
新
尚
古
主
義
と
二
州
間
胆
の
言
諭

昭
和
十
年
六
月
、
同

一
四
、
一
八
七
八
年
韮
敷
牡
愈
蝋
の
地
位

蕊
報
．

閉
ｌ
Ｌ

昭
和
十
四
年
十
二
月
同
上
．

上
二
十
、
倫
諺
史
準
の
フ
ァ
タ
リ
ス
ム
と
ギ
ゾ
オ
時
代

昭
和
十
五
年
十
一
月
同
妙
蕊
上
・
や

上
一
二
、
ア
ド
ル
フ
・
ス
・
テ
ッ
カ
ア
と
そ
の
韮
教
祉
称
筑

昭
和
閏
年
二
月
九
大
西
洋
史
研
究
愈
記
錐

上
．
二
二
、
文
化
諦
諭
發
端
の
諸
言
論

昭
和
四
年
十
二
月
同
上
・

上
．
一
三
、
青
年
肚
愈
主
義
無
の
伸
統

昭
和
六
年
四
月
同
上

上
．
二
川
、
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
・
ラ
ウ
一
、
ア
番
輸
の
研
究

昭
和
七
年
四
月
同
上
・

上
一
五
、
節
十
七
世
紀
末
に
於
け
る
合
蹴
政
錐
に
就
て

大
正
十
三
年
五
月
史
畢
雑
誌
・

二
三
七

昭
和
十
一
年
三
月
同
上

一
五
、
錐
二
帝
政
末
期
六
○
年
代
前
後
に
於
け
る
自
由
帝
政

の
愛
車
昭
和
十
一
年
七
月
同
上

一
六
、
ビ
ス
一
、
ル
ク
の
岐
路
と
迩
命

昭
和
十
二
年
三
月
同
．
上

一
七
、
ビ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
機

昭
和
十
二
年
七
・
月
同
上

一
八
、
ビ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後

昭
和
十
三
年
十
二
月
同
上

一
九
℃
一
八
六
九
年
の
羅
賜
問
越
に
就
て

〆

｜

’

１
１

、
、
〆
・
１1
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二
六
、
五
月
法
令
と
ピ
ス
マ
ル
ク

昭
和
二
年
八
月
史
準

二
七
、
醤
救
復
興
と
自
由
主
義

昭
和
三
年
九
月
同

二
八
、
蒋
敦
分
離
由
来昭

和
四
年
六
月
同

二
九
、
近
代
世
俗
化
と
佛
捌
四
史
畢
の
影
群

昭
和
八
年
九
凡
同

三
○
℃
ザ
ル
ッ
ブ
ル
グ
移
住
比

大
正
五
年
七
月
史

三
一
、
ポ
ツ
ダ
ム
の
思
出
．

大
正
六
年
七
月
同

三
二
、
十
七
世
紀
に
於
け
る
英
閣
催
入
計
弛

大
正
十
年
六
月
同

一
二
一
．
青
年
結
肚
殊
に
シ
ョ
ン
禽
起
脱
の
説

昭
和
八
年
一
・
月
１

．
同
八
年
二
月
同

三
四
、
佛
閑
西
史
學
史
に
於
け
る
中
世
研
究
の
通
義

昭
利
十
三
年
四
月
同

．
、

三
五
、
ア
ン
ト
ン
・
ラ
郡
力
許
博

・
・
大
正
五
年
十
月
蕊

三
六
、
巡
祇
者
に
交
り
て大

正
六
年
三
月
同

三
七
、
和
蘭
繪
遜
史
記

ｌ
Ｆ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｌ
Ｆ

’雑

大
正
七
年
二
月
ｌ

同
八
年
三
月
同
上

誌
三
八
、
和
剛
碓
氷
マ
ア
ス
と
夢
想

大
正
七
年
三
月
同
上

二Ｊ
三
九
、
歴
史
教
帝
筒
叶昭

和
四
年
八
月
雁
史
騨
育

二〕
四
○
、
愛
閑
自
治
由
來昭

和
四
年
十
月
Ｉ

同
五
年
六
月
同
上

二Ｊ
四
一
、
世
界
史
に
對
す
る
疵
疑

昭
和
五
年
五
月
同
上

林
四
二
、
七
月
王
馴
概
説昭

和
五
年
十
二
月
ｌ

ｊ
四
三
、
史
上
胆
名
た
銅
獅
墾
溌
評
六
月
同
上
．

全
一
Ｑ

昭
和
七
年
六
月
ｌ

同
七
年
九
月
同
上

皇土
四
四
、
佛
脳
西
革
命
史
解
説

昭
和
八
．
年
三
月
Ｉ
司
上

同
八
年
七
月
－

上
四
五
℃
近
世
後
期
の
ラ
イ
ン
暹
境
問
題
戸

昭
和
十
五
年
五
月
同
上

上
四
六
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
と
ル
イ
十
四
世
・

大
正
五
年
七
月
歴
史
と
地
理

丈
四
七
、
。
ヘ
テ
ロ
大
帝
仲
の
一
節

大
正
六
年
五
月
同
上

上
四
八
、
イ
ポ
リ
イ
ト
・
テ
エ
ヌ
の
後
総

昭
和
二
年
二
・
月
同
上

L 二

三

八

P
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b

四
九
、
反
猫
太
主
義
の
發
展
講
演
宙

・
昭
和
五
年
二
月
同
上
十
一
月
二
土
一
百
午
後
二
時
よ
り
稲
岡
市
Ⅶ
硴
町
縣
教
育
含

五
○
、
再
び
反
猶
太
主
義
に
就
て
‐
鮪
に
て
委
貝
垂
竹
岡
勝
也
教
授
の
開
称
の
挨
拶
の
下
に
左
の
誰

昭
和
五
年
五
月
Ｉ

・
同
五
年
六
月
同
上
・
波
を
行
ふ
。

五
一
、
シ
ュ
モ
ラ
ア
教
授
の
火
仰
に
就
て
‐
一
、
蕊
豫
海
賊
之
對
立
張
沼
畏
海
教
授

大
正
六
年
八
月
經
濟
諭
推
内
容
の
詳
細
は
「
史
洲
」
錐
一
千
五
雌
に
發
表
さ
れ
た
る
に

五
二
、
南
鰐
に
於
け
る
凋
逸
移
住
民
就
き
打
略
す
。

同
七
年
五
月
同
上
一
、
生
物
史
槻
と
幽
家
九
大
醤
學
部
平
光
吾
一
教
授

大
正
七
年
四
月
Ｉ

（
梗
概
を
次
頁
に
禍
ぐ
）

五
三
＄
商
砂
人
と
新
海
丈
審

大
正
十
年
四
月
學
詞
院
昨
報
晩
餐
酋
並
び
に
研
究
發
表
宮
、

識
淡
含
後
、
午
後
六
峠
よ
り
洩
町
昭
和
愈
館
三
階
に
て
行

五
四
、
歴
史
と
仲
人
桁昭

和
七
・
年
六
月
大
分
螺
教
育
愈
篭
ふ
。席

上
、
九
州
史
學
脅
の
創
立
以
來
艇
ら
く
命
の
鯛
め
に
お
伽

Ｆ
一

五
五
、
淡
窓
敏
學
の
本
旨
昭
和
十
二
年
十
月
日
川
誹
淡
雑
記
き
下
さ
れ
、
此
度
び
迩
勝
の
幸
赫
を
迎
へ
ら
れ
た
前
教
授
抵
嘩
跡

吉
博
士
に
鋤
し
て
史
準
命
を
代
表
し
て
竹
岡
委
只
垂
よ
り
御

五
六
、
歴
史
の
因
果
律昭
和
六
年
十
二
月
祁
岡
排
油
乖
記
挨
拶
と
共
に
九
州
史
學
行
よ
り
御
迩
肝
祇
孤
の
記
念
品
の
贈

（
以
下
猫
略
之
）
（
辛
脆
亜
韮
記
）
塁
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
曇
博
士
よ
り
謝
僻
が
あ
っ
て
、

晩
獲
含
に
移
っ
た
。

食
後
左
の
研
究
發
表
が
あ
っ
た
。

第
十
二
回
九
州
史
學
命
大
倉
・

一
、
支
那
美
術
史
に
於
け
る
鰯
生
思
想
の
發
生
に
つ
い
て
。

昭
和
十
五
年
度
の
九
州
史
學
介
大
倉
は
十
一
月
二
土
二
日
（
來
洋
史
等
攻
撃
生
曇
末
勉
氏

士
硴
日
）
の
誰
淡
竹
と
同
二
十
四
日
（
日
眠
）
の
商
典
山
抑
牡
一
、
愛
泄
か
ら
浮
世
へ
潤
史
卑
攻
畢
生
川
村
側
澄
氏

見
學
及
び
簡
安
家
所
職
諜
識
の
見
學
を
行
っ
た
。

二
三
九

梨
．
報 ｆ

ｈ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

I

１
１

I

'
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輿
が
、
生
物
學
に
於
て
シ
ュ
ラ
イ
エ

象
と
し
て
獺
察
す
る
立
場
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
生
物
史
槻

あ
る
。
例
へ
ば
思
想
史
的
に
見
て
、
全
髄
主
義
的
幽
家
籾
の
勃
．
に
犠
牲
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
事
を
以
て
、
叫
家
右
機

見
學
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
此
塵
に
商
皐
山
抑
牡
及
び
纈
安
家
研
究
成
果
は
、
寧
ろ
生
物
慨
の
方
が
幽
家
よ
り
も
よ
り
複
雑
に
〆

蕊
報
ノ
二
四
○

一
、
古
代
研
究
に
於
け
る
祁
郡
の
二
つ
の
意
義
に
つ
い
て
か
に
せ
ら
れ
、
各
細
胞
が
自
己
の
風
す
る
有
機
髄
の
全
生
命
に

副
手
中
井
虎
一
氏
對
し
て
有
す
る
闘
聯
に
肌
す
る
知
兄
が
大
い
に
進
歩
し
た
邪
に

高
夏
山
紳
杜
見
學
韮
い
て
勝
る
の
は
、
此
の
図
家
覗
が
生
物
史
槻
に
依
る
も
の
な

十
一
月
二
十
四
日
（
日
醗
）
午
前
十
時
九
蛾
急
行
地
平
久
留
る
鞭
を
摘
っ
て
勝
る
。
ス
・
ヘ
ン
サ
ー
、
リ
リ
エ
ン
フ
ェ
ル
ト
、

米
騨
前
に
集
合
。
倉
す
る
者
、
竹
岡
教
挽
以
下
約
二
十
名
で
、
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
等
の
牡
含
剛
家
に
棚
す
る
所
洲
な
機
慨
批
は
、
生

雨
を
術
い
て
商
良
山
に
登
山
。
祁
繩
石
、
及
び
閏
幣
大
祇
商
良
物
畢
が
未
だ
十
分
の
發
逵
を
遂
げ
な
か
っ
た
時
代
に
成
立
し
た

祁
祉
所
職
の
艸
牡
繰
起
繪
巻
も
丈
祢
等
の
見
學
を
雑
へ
て
下
山
も
の
で
あ
る
か
ら
、
種
々
の
鮎
に
於
て
不
完
全
で
あ
る
。
従
つ

し
、
午
後
久
留
米
市
外
迦
分
の
術
安
猯
一
郎
氏
宅
に
て
並
要
美
て
剛
家
右
機
概
説
が
州
家
糎
と
し
て
不
穏
術
で
あ
る
と
な
す
非

術
鹸
指
定
の
竹
川
の
「
堕
背
排
椎
剛
」
等
の
番
逝
を
中
心
と
し
難
は
、
唯
だ
彼
等
の
・
韮
眼
す
る
僻
定
の
醐
家
な
機
催
批
に
鋤
し

て
、
彼
の
系
統
の
諸
迩
家
、
及
び
色
鍋
烏
等
の
九
州
及
び
日
本
て
の
み
安
岱
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
幽
家
有
機
髄
批
一
般
に
對

各
地
の
陶
器
の
名
品
を
鑑
斑
し
た
。
し
て
安
禰
す
る
も
の
で
は
な
い
。
論
者
或
は
幽
家
を
以
て
共
の

例
年
、
史
學
含
大
倉
に
は
展
慥
愈
を
開
い
た
が
、
本
年
は
都
合
複
雑
性
の
故
に
生
物
有
機
魁
以
上
の
超
有
機
髄
と
呼
ぶ
筆
へ
き
で

に
よ
り
、
商
良
山
祁
牡
及
び

の
御
好
意
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
し
て
微
妙
な
る
内
的
椛
成
を
有
す
る
事
を
数
へ
て
居
る
。
吾
人

、

↓

歴
史
は
種
為
の
立
場
か
ら
僻
稗
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
生
物
塊
．
・
學
者
は
、
生
物
慨
に
於
て
は
共
の
細
胞
は
金
催
の
鯛
に
犠
牲
と

生
物
史
観
と
國
家 耐

安
家
の
所
識
丈
脊
及
び
蒋
批
の
あ
る
と
な
す
か
も
知
れ
ぬ
が
、
現
代
の
進
歩
せ
る
生
物
學
上
の

一

平
光
吾
一
教
授

ル
以
来
細
胞
の
性
厩
が
明
慨
枕
の
弱
鮎
と
な
す
を
常
と
す
る
が
、
こ
れ
彼
等
の
閏
家
が
忍

今

は
魂
存
す
る
出
家
が
世
ち
に
生
物
髄
と
同
一
の
完
全
な
る
椛
迭

'I

8

で
な
る
も
閏
家
に
於
て
は
仙
人
は
必
ら
ず
し
も
粂
催
の
目
的
の
鯛

｜
｜
’

を
有
す
る
亦
機
慨
な
り
と
主
正
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ

は
不
完
金
な
る
右
機
畿
、
將
に
完
成
せ
ら
れ
ん
と
し
つ
上
あ
る

有
機
慨
な
り
と
主
娘
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
，
西
洋
の
批
竹

ー

１
１
１

～

〃

－b
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1
ダ
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全

難
報

が
痂
感
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
か
上
る
悠
紀
主
韮
の
意
義
は
罪
宛

ず
る
に
敬
祁
楽
肌
と
血
統
の
連
綿
性
を
球
並
す
る
二
大
比
族
思

想
の
瓢
現
さ
れ
て
勝
る
も
の
で
、
之
は
我
古
代
の
剛
家
組
織
た

る
家
族
制
度
の
も
た
ら
せ
る
も
の
と
云
ふ
◇
へ
き
か
・

か
く
の
如
く
大
智
祭
が
本
來
塁
室
家
内
輔
に
於
て
行
は
れ
た

家
粁
机
絃
式
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
共
の
涯
鵬
は
秘
め
て
悠
久
で
、

遜
に
皇
加
の
御
代
に
迄
さ
か
の
ぼ
る
郡
が
老
へ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
所
柵
脚
代
に
於
て
も
亦
天
武
朝
以
前
の
人
里
の
御

雁
代
に
於
て
も
明
確
に
大
嘗
の
記
鋒
こ
そ
見
え
な
い
が
行
は
れ

て
居
た
も
の
で
あ
ら
う
。
現
に
そ
れ
ら
し
く
恕
椴
さ
れ
る
記
錐

も
二
三
に
止
ら
な
い
。

何
れ
に
し
て
も
、
大
嘗
祭
は
斯
く
の
如
き
性
硬
の
も
の
で
あ

る
偏
に
、
後
世
に
な
っ
て
も
即
位
式
と
は
災
２
Ｌ
、
出
来
る
だ

け
純
凹
風
を
保
存
し
古
來
の
風
科
を
鋸
守
す
る
に
努
め
ら
れ
て

來
た
が
矢
張
り
側
っ
て
、
多
少
愛
遜
味
群
の
跡
を
兄
る
の
は
巳

む
を
得
な
い
所
で
あ
ら
う
。
或
は
佛
意
を
混
じ
、
府
風
に
染
み
、

時
に
は
諦
行
事
諾
事
物
の
華
美
の
被
し
き
Ｈ
を
覆
ふ
許
り
の
時

代
も
あ
っ
た
。
概
し
て
云
へ
ぱ
奈
良
朔
の
中
期
迄
は
諸
行
那
純

朴
で
緒
祁
的
で
あ
っ
た
が
、
後
半
期
以
後
王
朝
文
化
の
燗
熟
時

代
に
至
っ
て
、
其
の
形
式
に
於
て
朧
ん
で
、
内
面
的
粘
抑
的
方

面
に
疎
な
似
向
の
あ
っ
た
郡
は
辿
憾
で
あ
っ
た
。

徒
然
草
の
女
性
観
に
就
い
て

畢
生
川
村
回
澄

む
心

、

申

1

二
四
二
・

徒
然
車
の
恐
想
は
，
哩
為
矛
屑
抵
茄
せ
る
も
の
の
如
く
老
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
そ
の
女
性
籾
に
就
い
て
云
っ
て
も
、
妓

好
は
色
欲
の
誠
む
《
へ
き
こ
と
を
説
く
反
面
、
識
を
菰
純
的
に
竹

定
す
る
が
如
き
こ
と
を
請
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
繭
か
坐
る
矛
晒
推
茄
も
、
次
の
三
つ
の
段
階
に
於
て
顧
み
ら

れ
る
時
、
そ
こ
に
は
自
ら
な
る
統
一
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な

か
ら
う
か
。

、
一
、
悲
愁
の
怖
趣
を
解
し
得
ぬ
人

二
．
悲
懇
に
沈
み
悲
懇
を
歎
く
人

●
●
●

三
、
悲
懸
を
な
ら
ひ
と
し
て
諦
籾
し
得
る
人

即
ち
、
閥
に
い
み
じ
く
と
も
、
色
奉
る
ま
ざ
ら
ん
男
は
ｂ
い
と

⑥
●
●
⑥
●

さ
う
人
、
し
と
し
て
先
づ
否
定
せ
ら
れ
る
。
（
嬢
一
段
階
）
懇

●
●
●

に
泣
き
懇
に
涙
す
る
『
伊
勢
物
語
』
の
男
の
如
き
も
、
た
は
れ

●
。
●

た
る
方
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
る
。
（
錐
二
段
階
）
そ
し
て
妓
後

●
●
●

に
、
悲
痂
な
悉
の
生
別
を
も
、
な
ら
ひ
と
し
て
部
か
に
受
け
取

り
得
る
人
が
、
第
三
段
階
に
立
つ
も
の
と
し
て
猫
だ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

徒
然
単
の
女
性
籾
は
、
し
か
し
こ
の
三
段
階
に
雅
き
る
の
で

●
■
●

は
な
い
。
更
に
、
懸
を
を
か
し
と
籾
じ
得
る
立
場
（
節
四
段
階
）

が
「
あ
ら
ま
し
ほ
し
か
る
べ
き
わ
ざ
な
れ
」
と
し
て
折
ら
れ
る

。
●
。
◎

の
で
あ
る
。
を
か
し
さ
を
通
し
て
女
に
鋤
せ
ん
と
す
る
態
度
は
℃

恐
ら
く
徒
然
草
以
前
に
於
て
は
見
ら
れ
な
い
と
忠
は
れ
る
が
、

と
に
か
く
室
町
・
徳
川
時
代
の
浮
世
意
識
は
、
ま
さ
に
か
か
る

１

１

１

|
空

ﾉ

’
〃

’
ノ

､

1

1
､
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〃

や

女
性
籾
を
基
調
と
し
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
．

徒
然
草
の
女
性
籾
に
、
か
く
の
如
き
四
段
階
を
鍛
想
す
る
こ

と
は
、
し
か
し
徒
然
車
に
、
こ
の
四
段
階
が
内
在
す
る
こ
と
を

窓
味
す
る
の
で
は
な
い
。
．
我
冷
が
、
か
か
る
段
階
を
諜
想
す
る

○
○
○
○
○

の
は
、
徒
然
車
に
對
す
る
我
為
の
班
解
の
仕
方
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
た
と
へ
兼
好
が
、
か
か
る
四
段
階
を
意
識
し
て

、
ゐ
な
か
っ
た
と
し
て
も
や
徒
然
草
に
鋤
す
る
こ
の
秘
の
理
解
の

仕
方
は
、
決
し
て
不
禰
な
も
の
で
は
な
賂
の
み
な
ら
ず
或
思

昭
和
十
五
年
度
隼
三
川
例
含

粂
報

恕
を
理
解
せ
ん
と
す
る
場
合
、
皿
解
の
對
象
と
な
っ
た
思
恕
は
、

⑥
。
。
●
、

疵
は
か
く
の
如
き
理
解
の
仕
方
を
通
し
て
の
み
、
我
為
に
そ
の

疫
祁
を
瓢
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
徒
然
車
の
思
想
研
究

も
、
か
か
る
理
解
の
仕
方
を
考
慮
せ
ず
し
て
は
、
途
に
不
可
能

、
⑥
ｅ

と
な
る
で
あ
ら
う
。
何
故
な
れ
ば
、
徒
然
車
の
思
想
を
對
象
化

●
●

す
る
限
り
も
そ
の
思
想
は
永
遠
に
把
捉
さ
れ
栂
ぬ
か
ら
で
あ

ス
》
。
／我

々
は
、
徒
然
草
の
女
性
槻
を
理
解
す
る
仕
方
の
一
つ
を
こ

上
で
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
班
解
の
仕
方
は
こ
れ
だ

け
に
と
Ｎ
ま
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
い
づ
れ
に
し
て
も
、
我

為
に
對
す
る
課
題
は
、
徒
然
車
の
思
想
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で

は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
そ
れ
を
理
解
せ
ん
と
す
る
我
々
の
仕
方

に
か
当
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
災
だ
も
反
有
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

｣

I
、

準
は
ま
た
、
皇
朝
學
と
い
は
れ
、
彼
自
身
「
君
は
わ
が
古
典
に

よ
り
て
他
醐
の
説
を
と
り
さ
ば
く
な
り
」
と
雷
っ
て
ゐ
る
。
、
し

か
し
、
如
何
に
民
族
的
な
も
の
、
図
家
的
な
も
の
を
継
胎
に
し

て
生
れ
出
や
う
と
も
、
そ
こ
に
内
在
す
る
杵
迩
的
な
も
の
に
よ

っ
て
、
「
通
の
學
問
」
は
、
ま
さ
に
「
が
く
も
ん
」
と
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
。

坑
畳
の
古
迩
挽
は
一
胆
の
意
味
で
、
彼
の
「
砿
仰
」
と
も
咽

「
偏
念
」
と
も
み
る
郡
が
出
来
る
。
し
か
し
彼
自
〃
、
古
逝
、
彼

の
い
ふ
「
畢
問
」
に
よ
っ
て
「
知
る
」
こ
と
が
出
来
る
と
老
へ

た
。
と
い
ふ
こ
と
は
古
池
の
説
は
、
一
肱
、
主
籾
的
、
浪
泌
的

○

な
古
代
主
義
と
み
ら
れ
る
に
し
て
も
、
‐
や
が
て
何
ら
か
の
形
を

栂
來
っ
て
、
「
準
刑
し
て
通
を
知
る
こ
と
」
を
栂
せ
し
め
る
に

至
る
と
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
彼
の
古
典
へ
の
沈
潜

Ｏ

が
あ
っ
た
。
源
氏
の
洲
に
典
徴
さ
れ
た
古
典
的
生
、
古
郡
記
の

○

世
界
に
み
ら
れ
る
抑
為
の
生
を
媒
介
と
し
て
彼
の
浪
没
主
義
は

二
凹
三

本
居
立
低
は
心
自
己
の
古
皐
を
「
遡
の
學
問
」
と
呼
ん
だ
。
古

言
期
日

一
、
場
、
所

一
、
發
表
者

宣
長
‐
學
の
解
樺

畢
生
城
祁
勇

七
月
二
日
（
火
）

錐
五
淡
智
室

題
側
及
び
内
容
梗
概

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

【
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を
承
認
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
こ
上
に
僻
佛
的
な

「
空
理
空
論
」
に
鋤
し
、
あ
く
ま
で
「
鞭
の
跡
」
に
執
し
よ
う

と
す
る
彼
の
立
場
が
あ
る
。

‐
・
・
宣
曇
は
し
か
し
、
以
上
の
非
歴
史
的
な
「
逝
」
と
、
歴
史
的

難
報

Ｏ

漸
次
古
典
主
義
へ
と
結
舶
し
、
左
様
な
生
の
古
典
的
形
態
を
一

の
珈
念
と
し
て
、
古
學
は
「
通
の
學
洲
」
と
し
て
絲
仙
し
た
の

で
あ
る
。

蹴
遅
が
抑
為
の
行
賊
に
み
た
の
は
「
坑
心
」
で
あ
っ
た
。
上

代
も
末
代
も
か
は
る
燕
な
く
、
何
れ
の
剛
に
も
異
な
る
な
き
「

本
の
反
心
」
で
あ
っ
た
。
』
古
迩
は
、
か
く
し
て
、
反
心
の
理
念

に
於
て
杵
迦
的
、
世
界
的
な
「
迦
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か

く
の
》
」
と
く
む
彼
の
「
梁
間
」
は
歴
史
を
通
し
て
、
む
し
ろ
歴
史

を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
出
發
す
る
。
後
の
世
の
腱
史
的
な
も
の

が
も
彼
に
於
て
「
さ
か
し
ら
」
と
考
へ
描
て
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。

宣
長
に
は
、
し
か
し
、
一
方
で
は
若
し
い
雁
史
的
意
識
が
あ

っ
た
。
班
に
和
朕
の
方
而
に
於
て
、
上
古
は
上
古
の
髄
、
中
古

は
中
古
の
髄
と
い
ふ
風
に
、
人
情
風
俗
の
愛
易
に
つ
れ
、
移
り

か
は
る
の
が
「
脚
代
不
易
の
和
敬
の
本
然
」
な
る
こ
と
を
云
ひ
、

こ
の
鮎
で
、
素
朴
な
商
葉
主
義
者
で
あ
る
眞
洲
と
祁
容
れ
な
か

っ
た
。
同
様
な
邪
が
古
逝
の
識
に
も
言
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
武

握
は
、
一
方
に
於
て
、
雁
史
的
な
も
の
を
否
定
し
て
「
本
の
反

心
」
へ
復
古
す
る
こ
と
を
要
求
し
な
が
ら
、
他
方
「
古
よ
り
も

後
世
の
ま
さ
れ
る
事
」
「
後
の
世
は
は
づ
か
し
き
む
の
な
る
率
」

P

■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
■
■
■
口

二、

、

二
四
四

な
「
班
の
跡
」
の
川
に
、
彼
自
身
の
調
和
を
兄
出
し
た
。
そ
れ

が
「
抑
わ
ざ
」
の
謎
に
外
な
ら
な
い
。
「
抑
わ
ざ
」
は
、
天
地

人
川
何
わ
ざ
も
「
抑
の
御
所
鯛
」
と
老
へ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

は
礎
に
、
雁
史
に
於
け
る
「
逃
命
」
の
了
符
に
外
な
ら
な
い
と

雷
へ
る
。
「
抑
わ
ざ
」
は
、
ま
さ
に
「
抑
わ
ざ
」
と
し
て
「
い

と
も
い
と
も
奇
く
盤
し
き
物
」
で
あ
り
乍
ら
、
そ
れ
に
就
て
人

力
の
如
何
と
も
し
が
た
い
必
然
的
な
も
の
、
眼
制
的
な
も
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
、
我
々
は
こ
れ
に
従
順
で
あ
る
こ
と
が
、
却
つ

○
○
○

て
人
の
心
の
ま
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
「
巡
命
」
は

必
然
的
で
あ
り
乍
ら
、
そ
れ
に
於
て
、
内
而
的
に
自
然
的
な
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
雁
史
的
な
「
燕
の
跡
」
で
あ
る
と
共
に
、

⑨
●
●

そ
れ
に
於
け
る
人
の
心
の
ま
こ
と
ｌ
腫
心
な
の
で
あ
っ
た
。

一
、
迩
批
川
河
床
迩
峨
の
發
掘

所
洲
迩
弧
川
式
土
器
の
出
現
に
よ
っ
て
斯
界
の
注
Ⅱ
を
苑
め

ｒ

て
ゐ
る
筑
前
迩
弧
郡
水
巻
町
立
屋
敷
の
河
床
迩
賦
は
、
從
來
迩

物
の
表
而
採
築
の
壯
態
を
脱
し
た
か
っ
た
。
そ
の
鯛
め
包
含
肘

の
舩
態
さ
へ
も
劉
肌
せ
ず
、
徒
に
河
原
に
洗
ひ
出
さ
れ
砂
の
川

に
丈
っ
て
ゐ
る
小
土
器
破
片
の
文
様
に
興
味
の
眼
を
見
砿
る
に

過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
妓
近
漸
く
完
形
土
器
も
二
、
三
採
集
せ
ら
れ
、

器
形
の
淑
察
も
よ
ほ
ど
可
能
に
な
り
つ
上
あ
っ
た
。
然
し
猫
そ

ぴ

最
近
の
北
九
州
考
古
學
界

＝

’グ
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の
年
代
棚
文
化
槻
に
し
て
も
、
迩
跳
の
疫
壯
よ
り
遊
離
す
る
似

向
が
あ
る
の
を
迩
憾
と
し
、
こ
の
泄
戦
の
畢
術
的
發
掘
を
企
脚

し
て
東
京
考
古
學
禽
と
地
元
學
含
有
志
と
協
力
の
下
に
、
昭
和

’

十
五
年
度
夏
期
を
期
し
て
班
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
地
は
憎
地

で
あ
る
鮎
と
、
要
塞
地
雑
で
あ
る
鮴
で
和
常
手
練
き
に
而
倒
を

感
じ
た
が
、
交
渉
の
紡
采
各
方
面
の
諒
解
を
得
て
八
月
十
一
日

よ
り
十
九
日
迄
豫
定
の
發
掘
を
な
し
秘
た
。
そ
の
成
果
は
何
れ

同
称
よ
り
公
表
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
円
的
と
し
た
所
洲
述
孜

川
式
土
器
の
肘
に
掘
り
術
て
る
郡
は
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
に
關
辿
あ
る
彌
生
式
土
器
の
上
下
二
吋
の
迩
物
の
検
出
に

成
功
し
、
土
器
石
器
木
製
姉
等
机
柑
蛍
亜
な
表
料
が
得
ら
れ
、

問
題
の
土
器
の
性
硬
を
老
へ
る
上
に
少
か
ら
ぬ
寅
献
を
謝
し
た

郡
は
銘
記
さ
れ
て
よ
い
。

二
、
ゞ
筑
前
糸
腸
郡
御
床
松
陳
迩
肢
の
捌
在

黄
泉
の
發
兄
を
以
て
つ
と
に
若
名
な
こ
の
砂
丘
辿
雌
地
か
ら
、

先
年
多
数
の
喪
棺
が
發
伽
せ
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
地
元
小
耐
士

村
役
場
に
保
僻
中
の
と
こ
ろ
、
妓
近
九
大
法
文
學
祁
に
寄
附
を

受
け
、
考
古
學
養
料
室
に
陳
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昨
年

末
取
城
帝
大
藤
川
数
授
の
來
誹
を
機
と
し
て
、
九
州
考
古
學
含

の
兄
學
旅
行
を
こ
の
地
に
行
っ
た
。
十
二
月
十
五
日
快
咄
の
天

鰔
に
悪
ま
れ
、
衡
貝
三
十
除
名
の
参
加
を
符
、
嘘
愈
で
あ
っ
た

が
、
禰
日
は
蝦
術
な
土
器
打
器
獅
の
外
に
、
土
偶
二
州
の
採
築

が
衆
Ｈ
を
苑
め
た
。
後
小
學
校
前
の
畑
開
墾
中
紺
式
調
柿
数
佃

粂
報

I

I

掘
り
出
し
た
曲
を
附
き
、
鏡
山
講
師
が
現
場
を
訪
れ
た
が
、
既

に
破
壊
し
て
郡
め
た
た
め
詳
細
を
知
る
郡
が
出
来
な
か
っ
た
。

副
葬
迩
物
は
何
も
兄
徹
ら
な
か
っ
た
さ
う
で
あ
る
。

三
℃
筑
後
剛
三
池
郡
商
川
村
下
柿
田
貝
塚
捌
査

繩
文
土
器
を
出
す
貝
塚
と
し
て
北
九
州
方
而
で
は
右
数
の
下

柿
川
貝
塚
が
、
峨
近
三
井
三
池
鍍
業
所
の
趾
宅
地
に
武
收
さ
れ

早
晩
地
均
が
行
は
れ
る
鯛
、
縣
柑
肋
は
昨
前
の
訓
盃
を
な
す
こ

と
」
た
り
、
本
年
二
月
初
旬
鉄
山
捌
査
委
貝
が
主
と
し
て
郡
に

儲
り
、
ト
レ
ン
チ
を
穿
っ
て
多
並
の
貝
殻
土
器
、
石
器
、
柵
角
器
、

歌
什
等
を
検
出
し
た
。
こ
の
貝
塚
は
表
面
に
散
布
す
る
辿
物
の

壯
態
か
ら
布
望
脱
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
訓
在
の
範
圃
か
ら
云
へ
ば
、

多
年
こ
の
地
の
只
殻
を
採
っ
て
石
灰
を
焼
い
た
鰯
、
純
且
府
少

く
継
胤
の
疵
若
し
入
、
・
貝
雁
の
虚
女
壯
態
を
窮
む
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
。
（
鏡
山
）

両
洋
史
學
研
究
含
‐

弓
胃
己
巷
さ
日
画
陣
。
詞
①
ぐ
巳
昌
５
口
＆
扇
望
・
Ｉ
⑦
ゆ
く
冒

〆

国
．
出
の
ロ
烏
厨
○
回
．
（
Ｐ
日
日
．
国
一
呉
・
”
①
ぐ
尉
君
・
○
具
・
ろ
葛
）

（
一
八
五
四
年
の
外
交
的
革
命
ｌ
ア
メ
リ
カ
史
撃
評
論

一
九
三
七
年
十
月
）

長
諦
吉

ヴ

ク
リ
ミ
ャ
戦
役
に
際
し
て
の
外
交
が
、
十
九
世
紀
凹
隙
關
係

二
四
五
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四
六

を
全
く
一
愛
し
た
こ
と
を
述
拳
へ
た
術
丈
で
、
三
節
に
分
け
、
鋪
る
と
述
舎
へ
て
ゐ
る
。
脚
註
に
も
同
様
に
記
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の

一
、
「
凹
鮎
」
第
二
、
一
八
燕
四
年
十
二
月
二
日
條
約
の
交
渉
、
断
定
は
ｌ
尤
も
諭
者
は
断
定
に
ま
で
到
っ
て
ゐ
な
い
が
ｌ

蛎
三
、
條
約
の
迩
義
と
し
て
あ
る
。
は
じ
め
に
冗
艇
な
覗
態
髄
今
少
し
ヒ
ュ
プ
ナ
ア
伽
忘
雌
な
ど
の
稔
討
が
必
要
で
あ
ら
う
。

肌
が
あ
り
、
次
に
論
者
は
、
由
来
史
家
が
雛
填
杵
三
脚
拠
挑
の
破
流
者
は
こ
上
に
ヒ
ュ
プ
ナ
ア
伽
忘
錐
を
参
照
し
て
ゐ
な
い
。
唯

局
の
状
態
を
赤
過
し
た
と
言
ひ
、
戦
役
の
査
任
何
脚
に
在
る
か
心
こ
れ
を
感
知
じ
た
英
叫
の
恨
菰
態
度
を
「
ア
バ
ァ
デ
ィ
ン
卿
迦

英
凹
は
そ
の
後
押
し
で
あ
っ
た
か
竿
の
問
題
は
、
解
き
難
い
と
報
」
丈
蒋
に
由
っ
て
示
す
こ
と
に
由
っ
て
、
傍
麓
し
て
ゐ
る
の

雷
ふ
が
、
こ
の
説
は
む
し
ろ
吾
冷
に
疑
問
で
あ
る
、
即
ち
三
叫
剛
み
で
あ
る
。
さ
て
愉
者
は
、
所
洲
「
四
靴
」
の
意
義
及
び
そ
の

係
の
鍵
革
の
こ
と
は
誰
も
知
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
問
發
生
の
由
来
を
辿
舎
へ
た
後
に
小
塊
削
が
途
に
意
を
決
し
‐
て
對
露

迩
云
為
は
、
こ
の
論
文
中
に
特
に
要
求
さ
れ
る
《
へ
き
も
の
で
あ
行
動
を
旭
さ
ん
と
し
た
時
、
恰
か
も
露
の
撤
兵
の
報
知
が
あ
り
Ｄ

っ
た
に
拘
ら
ず
、
充
分
に
説
明
し
て
ゐ
な
い
。
論
者
は
次
に
、
‐
螺
従
っ
て
塊
叫
は
、
極
力
峨
峨
を
さ
け
ん
と
し
て
、
英
佛
か
ら
離

幽
の
填
國
劾
誘
の
純
過
を
述
舎
へ
、
オ
ル
ロ
フ
の
柵
折
り
の
無
益
れ
ん
と
し
た
こ
と
を
述
べ
、
更
に
佛
閑
閥
の
こ
れ
に
對
す
る
力

な
り
し
こ
と
を
述
べ
、
次
に
填
幽
の
態
度
を
非
雌
す
る
が
如
く
弧
き
推
純
と
、
英
叫
の
蹉
味
と
を
述
鐸
へ
、
つ
い
て
填
叫
廿
机
プ

し
て
、
し
か
も
東
方
問
迩
に
對
す
る
そ
の
叫
是
を
丑
認
す
る
が
オ
ー
ル
シ
ヤ
ウ
エ
ン
シ
タ
イ
ン
の
雨
而
的
態
度
を
鮠
明
し
て
ゐ

如
く
説
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
秋
榧
的
な
Ｈ
的
と
し
て
塊
幽
は
、
る
が
、
こ
の
説
明
は
、
こ
の
填
幽
廿
机
の
煽
人
か
ら
考
へ
て
、

臨
凹
の
南
下
を
防
止
し
、
ド
ナ
ウ
河
口
地
の
自
由
を
碓
保
せ
ん
吾
為
を
簡
肯
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
八
月
五
日
撚
使
。
．

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
枇
的
な
Ｈ
的
と
し
て
職
轆
を
岫
限
川
ル
チ
ャ
コ
フ
が
プ
オ
ー
ル
に
撤
兵
の
件
を
碓
然
し
た
に
拘
は
ら

遊
せ
ん
と
し
、
撚
叫
に
河
測
地
か
ら
の
撤
兵
を
要
求
し
た
と
述
ず
、
填
閏
廿
杣
は
英
佛
に
對
し
、
「
川
鮎
」
解
決
法
を
中
心
と

べ
、
更
に
佛
蘭
西
の
政
策
に
論
及
し
、
外
相
ド
ル
ウ
ァ
ン
・
ド
す
る
繩
特
き
の
交
換
に
同
意
す
る
川
意
あ
る
時
を
致
し
、
又
不

・
リ
ュ
ィ
ス
の
親
填
錐
か
ら
、
巴
里
に
於
て
彼
と
ト
ウ
が
ネ
ル
撤
兵
を
條
件
と
し
た
る
三
脚
協
同
に
は
、
」
現
に
撤
兵
行
は
れ
た

と
塊
幽
使
節
ヒ
ュ
プ
ナ
ア
と
の
川
に
協
淡
が
行
は
れ
、
右
名
な
る
限
り
加
入
し
難
い
が
、
，
し
か
も
何
日
か
は
こ
れ
を
戒
現
せ
し

問
題
解
決
方
法
「
四
鮎
」
が
生
じ
た
こ
と
、
同
埒
に
そ
れ
は
粂
む
る
で
あ
ら
う
も
と
云
ふ
が
如
き
意
を
博
へ
て
ゐ
る
。
‐
流
者
の

く
佛
図
案
で
ヒ
ュ
プ
ナ
ァ
の
關
知
し
な
い
虚
で
あ
る
と
し
、
そ
へ
言
ふ
如
く
、
一
而
こ
の
態
度
は
外
交
上
の
成
功
と
見
ら
れ
る
。

れ
を
佛
幽
は
塊
図
案
な
り
と
稲
し
て
、
英
凹
に
示
し
た
の
で
あ
斯
く
て
「
四
鮎
」
に
閥
す
る
不
肌
碓
、
即
ち
勝
に
英
幽
に
於
て
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そ
の
修
正
の
意
見
あ
る
も
の
に
對
し
て
は
、
塊
魍
は
釜
く
凹
鮎

に
同
意
し
て
、
之
を
以
て
東
方
問
題
に
對
す
る
列
國
要
求
の
「
紡

品
」
な
り
と
し
、
三
剛
協
同
に
入
る
が
如
く
入
ら
ざ
る
が
如
き

態
度
に
於
て
、
露
西
亜
の
撤
兵
の
要
求
の
成
功
し
た
こ
と
の
恩

を
厳
せ
て
、
容
易
に
決
定
せ
ず
、
英
佛
は
填
剛
の
協
同
を
必
典

と
し
て
毎
切
り
に
填
幽
を
英
佛
協
同
に
加
入
せ
し
め
ん
と
し
、

融
脊
の
交
換
を
右
効
な
ら
し
め
ん
と
努
力
し
、
途
に
十
二
月
二

日
條
約
の
交
渉
に
及
ん
だ
こ
と
を
述
・
へ
て
、
錐
一
節
を
雑
っ
て

ゐ
る
。
参
照
文
献
は
條
約
文
雄
の
外
、
往
來
蒋
翰
、
伽
忘
錐
、

蒋
述
等
充
分
広
畢
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
以
下
打
略
）

論
者
・
ヘ
ン
ッ
に
は
「
ド
イ
ツ
浪
泌
主
義
の
蕊
術
」
の
著
が
あ

る
。
こ
の
小
論
も
十
八
祉
紀
の
末
か
ら
十
九
批
紀
の
初
め
に
亙

る
ド
イ
ツ
文
化
の
隆
碓
期
に
つ
い
て
、
恂
古
主
義
と
浪
漫
主
義

と
の
對
立
を
超
え
、
雨
者
を
包
括
す
る
文
化
史
的
な
粂
催
的
把

握
を
Ｈ
ざ
し
て
ゐ
る
。
こ
の
場
合
、
諭
者
の
肌
野
が
灸
く
ド
イ

ツ
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
ま
た
啓
蒙
思
潮
に
鯛
れ
て
ゐ
な
い

蕊
報

”
旨
弓
四
己
国
の
ロ
Ｎ
〕
ぐ
Ｏ
ｐ
ｇ
胃
８
９
四
回
国
の
島
①
ｐ
ご
Ｏ
一
行
口
‐

Ｑ
巨
己
函
旦
①
の
国
胃
○
骨
．
（
己
①
員
吻
３
ｏ
詞
厘
目
号
○
冨
匡
〕

獣
．
言
胃
唄
自
呼
塵
の
津
か
〕
め
い
ら
ｆ
Ｉ
旨
ｅ

（
バ
ロ
ッ
ク
の
浪
漫
主
義
的
完
成
に
つ
い
て
）

小
林
菜
三
郎

、

I

こ
と
は
迩
憾
で
あ
り
、
且
つ
諸
庭
に
牽
強
推
著
の
感
を
も
い
だ

か
し
め
る
が
、
ド
イ
ツ
浪
漫
主
義
と
バ
ロ
ッ
ク
と
の
關
聯
を
弧

澗
せ
る
も
の
と
し
て
示
唆
に
耐
む
。
論
者
は
こ
の
昨
代
の
吾
樂

が
バ
ロ
ッ
ク
の
右
機
的
継
綾
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
粘
抑
的

領
域
に
お
い
て
も
バ
ロ
ッ
ク
は
、
従
来
老
へ
ら
れ
た
以
上
に
生

き
永
ら
え
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
と
推
測
す
る
。
か
く

て
ゲ
ー
テ
に
つ
い
て
も
従
来
そ
の
術
古
的
一
而
が
狼
洲
さ
れ
て

彼
の
「
笹
だ
亜
要
な
今
ハ
ロ
ッ
ク
的
時
机
」
（
閑
胃
剣
甘
胃
両
①

冨
凝
。
。
冨
雪
の
“
の
口
吻
Ｎ
眉
。
）
が
兄
お
と
さ
れ
た
と
主
韮
し
、

ゲ
ー
テ
の
祁
話
的
假
装
へ
の
愛
好
、
歌
論
制
や
假
装
行
列
を

件
ふ
祉
交
的
祀
祭
的
作
詩
、
そ
の
「
宮
廷
的
」
生
祇
、
フ
ァ
ウ

ス
ト
に
兄
ゆ
る
我
禽
的
バ
ロ
ッ
ク
へ
の
愛
著
な
ど
を
繋
げ
、
さ

ら
に
ゲ
ー
テ
の
キ
リ
ス
ト
教
及
び
宗
教
に
對
す
る
態
庇
は
、
糀

祁
に
秘
め
て
自
由
な
辿
遥
を
許
し
な
が
ら
究
枇
の
抑
秘
の
前
に

は
敬
虞
に
沈
欧
す
る
バ
ロ
ッ
ク
人
の
そ
れ
に
似
て
ゐ
る
こ
と
、

更
に
彼
の
流
動
的
丈
機
を
も
例
證
と
し
て
班
げ
る
・
世
、
一
つ
の

．
粘
抑
的
壯
態
の
斐
塊
と
し
て
・
ハ
ロ
ッ
ク
文
化
を
老
へ
る
と
き
、

．
、

そ
れ
は
ド
イ
ツ
で
は
、
南
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
地
方
の
み
を
支

配
し
た
の
で
あ
っ
て
、
北
ド
イ
ツ
の
新
数
的
詩
人
・
思
想
家
に

は
殆
ど
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
北
ド
イ
ツ
で
は

十
八
世
組
の
後
半
に
意
識
上
の
一
大
愛
革
が
現
れ
る
。
即
ち
過

去
を
一
段
と
商
い
も
の
と
し
て
こ
れ
に
眼
を
向
け
る
こ
と
が
あ

っ
て
、
中
世
を
髄
隙
す
る
浪
滋
主
義
も
、
古
代
を
模
範
と
す
る

二
四
七
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何
古
主
義
も
、
こ
の
一
鮎
に
お
い
て
愛
り
は
な
い
。
而
し
て
ペ

ン
ッ
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
雷
ハ
ロ
ッ
ク
が
そ
の
要
衆
に
分
解
し
た

も
の
で
、
バ
ロ
ッ
ク
の
中
に
は
古
代
的
な
彫
姻
的
な
も
の
と
中

世
的
な
普
樂
的
納
識
的
な
も
の
と
が
融
合
し
て
、
こ
れ
を
キ

リ
ス
ト
敦
的
肚
界
感
（
合
い
。
耳
房
昌
。
胃
弓
⑦
肩
①
雷
乞
）
が

掘
っ
て
ゐ
た
。
か
く
て
術
間
主
義
と
浪
泌
主
義
と
は
バ
ロ
ッ
ク

か
ら
乖
離
す
る
球
介
的
な
も
の
で
な
く
、
雁
史
的
な
知
識
・
希

望
・
排
川
に
も
と
づ
く
。
ハ
ロ
ッ
ク
の
要
素
の
孤
立
か
ら
生
ず

る
。
こ
の
北
ド
イ
ツ
新
数
界
の
雁
史
的
・
折
學
的
・
丈
學
的
なｔ

も
の
が
、
南
獅
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
僻
統
の
通
静
的
一
音
樂
的
な
も

の
に
加
は
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
十
八
・
九
世
紀
の
交
に
お
け
る

ド
イ
ツ
文
化
隆
盛
が
見
ら
れ
た
と
論
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
際
ベ
ン

も

グ

ッ
は
佃
性
的
文
化
（
需
忌
目
胃
嶌
風
邑
Ｅ
］
冒
吋
）
と
共
同
慨

的
文
化
（
。
①
日
⑦
旨
の
。
富
津
異
巳
冒
『
）
と
の
別
を
考
へ
て
ゐ

る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
彼
に
よ
れ
ば
凡
そ
興
正
な
文
化
は
共

同
髄
に
根
ざ
す
が
故
に
、
バ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
作
家
の
佃
性

は
む
し
ろ
共
同
催
に
没
入
し
、
訓
は
ば
雛
も
が
無
名
作
家
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ハ
ロ
ッ
ク
の
正
統
的
継
承

○
凋
冨
日
⑦
吋
○
耗
冨
①
蔚
匡
邑
巴
は
、
共
同
股
文
化
を
標
排
せ

る
浪
没
主
義
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ド

イ
ツ
文
化
の
隆
雄
期
が
、
「
發
端
」
或
は
「
州
花
期
」
で
な
く

「
絲
変
期
」
で
あ
り
「
維
末
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
へ
そ
の
文
化

が
バ
ロ
ッ
ク
の
維
承
披
充
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
み
理
解
さ
れ

グ

●

’
グ

一
八
六
○
年
一
月
は
錐
二
帝
政
の
經
済
政
漿
上
に
於
け
る
一

大
革
命
昨
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
英
佛
通
商
條
約
な
る
形
式
の
下

に
、
新
し
く
自
由
武
易
が
採
川
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
純
濟

的
「
ク
ウ
・
デ
タ
」
の
大
愛
革
の
支
任
者
は
誰
か
と
云
ふ
問
題

は
噸
る
興
味
あ
る
が
こ
れ
に
開
し
て
ラ
イ
ト
は
大
狸
以
下
の
如

き
示
唆
を
典
へ
て
ゐ
る
。
即
ち
先
づ
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
自
由

主
義
へ
の
依
耕
性
は
ラ
テ
ン
ト
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
帝
自

身
の
意
中
よ
り
出
た
と
す
る
の
は
疑
は
し
く
、
次
に
こ
の
條
約

締
結
に
血
接
誰
力
し
た
ミ
シ
ェ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
ヱ
と
リ
チ
ャ
ー

ド
・
コ
プ
デ
ン
と
が
帝
の
意
を
独
得
し
た
と
す
る
説
に
は
、
ダ
ン

ハ
ム
は
近
来
佛
燗
西
丈
番
鮪
中
に
無
甥
名
無
日
附
”
審
翰
が
注

目
さ
れ
て
ゐ
る
が
こ
の
革
猫
の
筆
者
こ
そ
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
で
あ

る
と
し
て
ゐ
る
（
口
匡
昌
写
匡
日
ゞ
弓
冨
，
シ
ｐ
Ｅ
ｏ
ｌ
甸
司
の
ロ
呂
弓
【
８
‐

弓
員
○
○
日
目
閂
８
ａ
扇
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佛
剛
西
の
地
に
移
杣
さ
れ
℃
又
ラ
テ
ン
化
さ
れ
た
と
は
云
へ
中

央
的
に
統
一
す
る
迄
に
は
至
ら
な
い
、
蕊
ろ
牛
未
州
の
諸
民
族

で
あ
り
分
立
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
封
建
化
し
た
遥
族
も
庶
民
も

又
教
界
に
絶
大
の
力
を
有
す
る
術
侶
も
佛
を
統
一
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
統
一
し
た
も
の
は
”
○
冒
匡
芯
で
あ
る
。
カ
ベ

ー
王
朔
以
來
の
「
休
大
さ
」
の
理
念
と
遡
憾
も
祁
秘
的
掘
念
は

佛
閑
門
を
一
座
で
も
雁
遊
し
た
人
は
そ
の
統
一
が
自
然
及
人

丈
の
地
理
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
郡
は
椀
明
を
要
し
な
い

邪
で
あ
る
。
セ
ー
ヌ
河
の
怖
美
な
鶏
で
は
ラ
ッ
ズ
岬
の
勤
啼
の

岩
石
、
モ
ン
プ
ラ
ン
で
は
平
皿
肥
沃
の
ポ
ー
ス
の
草
陳
、
ロ
レ
エ

ヌ
の
商
脱
で
は
サ
ン
ト
ン
ジ
ュ
の
微
乢
と
云
ふ
瓜
に
紳
度
や
海

演
の
各
に
よ
っ
て
風
土
と
黙
温
が
尖
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
土
地
の

上
に
住
む
人
に
就
い
て
云
へ
ば
、
地
勢
や
瓜
俗
や
宗
我
や
政
流

や
言
綿
ま
で
が
異
っ
て
居
り
、
人
頬
単
者
は
佛
剛
四
比
族
は
な

い
と
迄
秘
言
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
佛
哨
西

が
佛
閥
四
と
し
て
統
一
し
て
ゐ
る
理
由
は
何
等
か
批
明
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
長
い
世
紀
の
川
の
歴
史
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
プ
チ
デ
ュ
タ
ィ
イ
は
ゴ
ー
ル
人
の
古
代
よ
り
現
代
に
至

る
ま
で
の
佛
閑
西
統
一
の
雁
史
を
前
単
で
あ
る
が
し
か
し
喪
弧

よ
く
髄
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
や
コ
ー
ル
昨
代
に
は
ラ
テ
ン
文
化
が

難
報

大
曝
紀
要
節
十
五
巻
第
一
號
）

一

辛
陽
正
義

口■Ⅱ■■■７６■

1

の
で
あ
り
完
成
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蒋
き
郡
縣
が
唆
止

さ
れ
て
八
三
の
監
冒
算
①
日
⑦
具
と
代
っ
た
。
赦
命
祭
も
祁
閏

の
祭
塊
と
な
り
、
又
ア
ル
サ
ス
の
動
向
は
佛
の
統
一
に
鋤
し
て

弧
さ
感
激
を
典
へ
る
。
大
峨
及
そ
の
後
を
見
て
も
佛
の
統
一
は

既
に
完
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
今
は
唯
一
つ
よ
り
大
き
く
な

る
こ
と
に
あ
る
。
ラ
マ
ル
テ
ィ
ヌ
は
既
に
百
年
前
に
ジ
ョ
ス
ラ

二
五
○

宗
戦
的
な
詩
的
な
可
且
言
○
口
と
な
っ
て
《
画
。
ロ
５
吋
目
月
①
ど

の
惇
氷
を
凹
比
の
胸
裡
に
残
し
て
来
た
。
。
言
ュ
の
“
員
。
『
且
の
、

○
富
鳥
目
凋
口
①
の
仰
統
は
聖
番
の
、
羅
賜
の
、
獅
迦
的
な
岬

聖
帝
剛
の
惇
承
と
杣
伴
っ
て
一
種
の
祁
秘
昌
胃
言
と
な
っ
て

来
た
。
ル
イ
理
王
は
封
延
的
思
想
の
、
又
制
庇
の
雁
迫
的
な
外

被
を
破
り
、
祁
椛
王
幽
を
可
延
い
て
近
代
佛
剛
阿
王
閏
の
推
礎

を
樹
て
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
こ
の
「
近
代
佛
閥
西
王
叫
」

は
英
脚
と
の
垂
き
抗
娠
が
あ
り
プ
ル
ゴ
ー
｜
亘
公
の
伽
が
あ
り
、

怖
る
《
へ
き
内
胤
、
宗
致
峨
蛎
、
ブ
ロ
ン
ド
蝋
な
ど
の
拭
練
を
綴

る
一
方
、
ラ
テ
ン
語
を
離
れ
て
言
畠
匡
①
ぐ
巨
打
凰
月
が
佛
剛
凹

研
と
し
て
生
踵
し
て
来
て
、
科
學
に
、
折
皐
に
、
朱
敷
に
す
ら

こ
れ
が
川
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
る
。
一
五
三
五
年
の
勅
令
は
佛

閲
西
語
の
ラ
テ
ン
締
へ
の
勝
利
の
時
期
を
示
す
。
佛
の
統
一
は

殆
ど
今
一
歩
で
成
立
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
不
幸
に
し
て
財

政
の
紛
飢
と
統
治
不
能
と
は
冒
堅
⑦
日
①
具
・
が
一
部
の
特
權
を

保
没
し
、
風
俗
の
腿
々
、
佛
の
糀
祁
的
分
裂
を
癖
し
て
無
政
府
状

態
へ
と
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。
大
革
命
は
仰
の
統
一
を
救
ふ
も

▲

b

咄

1

、

’
，



（

月

『

〃

～

グ

１
１
１
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ン
の
八
行
詩
に
刺
は
二
つ
の
魂
を
典
へ
給
う
語
信
一
は
思
惟

の
、
一
は
勇
武
の
。
思
惟
の
魂
は
人
の
世
の
使
川
と
な
り
、
勇

武
の
魂
は
常
に
堅
く
又
起
立
し
て
ゐ
る
と
。
プ
チ
デ
ュ
ク
ィ
ィ

の
こ
の
概
狐
的
な
佛
閑
西
統
一
の
歴
史
は
四
○
年
三
月
前
で
あ

り
、
六
月
十
五
日
獅
耶
巴
里
無
血
入
城
に
先
立
つ
こ
と
伽
痔
数

月
を
山
で
な
い
。
彼
此
恩
合
せ
て
感
慨
な
き
を
得
な
い
。

メ
ー
ゼ
ル
（
。
８
１
、
濃
）
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
莱
器
に

浦
て
る
外
的
成
功
を
岬
し
そ
の
令
名
謝
図
に
池
か
り
し
に
拘
ら

ず
、
と
か
く
従
來
彼
の
私
的
側
而
並
び
に
彼
の
朧
史
的
動
力

荻
諦
過
さ
れ
勝
ち
な
り
し
を
迩
憾
と
し
て
、
・
ヘ
ー
テ
ル
セ
ン

（
呼
誌
陽
切
⑦
己
は
こ
の
小
論
に
於
て
ド
イ
ツ
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ

と
し
て
の
メ
ー
ゼ
ル
像
を
形
象
せ
ん
と
企
側
す
る
。

『
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
歴
史
』
○
ぃ
口
号
『
胃
蚕
②
。
言
⑦
⑦
‐

、
。
冨
。
胃
①
．
（
弓
＄
）
の
藩
渚
と
し
て
の
肚
称
純
沸
史
家
メ
ー
ゼ

ル
の
研
究
は
棚
胆
に
深
化
さ
れ
て
ゐ
る
に
比
し
、
彼
の
政
治
家

乃
至
評
論
家
的
側
而
が
比
較
的
剛
却
さ
れ
來
つ
た
こ
と
は
論
者

華
報

国
．
旨
．
弓
⑦
訂
『
の
愚
Ｐ
］
扁
日
の
・
冨
房
胃
〉
Ｑ
９
号
口
‐

蔚
旦
５
冒
胃
匡
鈎
く
⑦
罠
（
己
①
鼻
、
。
写
⑦
詞
昌
丘
の
。
言
Ｆ

か
試
涛
昏
吋
寧
国
①
津
．
一
》
○
胃
．
ご
心
○
）

（
ド
イ
ツ
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
・
ユ
ス
ト
ウ
ス
Ⅱ
メ
ー
ゼ
ル
）

本
多
四
郎

や
夕

１
１

L

の
指
摘
す
る
遡
り
で
あ
る
や
う
に
恩
は
れ
る
。

．
先
づ
論
者
は
メ
ー
ゼ
ル
の
公
私
生
活
を
将
兇
し
た
後
、
彼
の

諭
集
『
愛
叫
的
幻
想
』
《
《
闇
菖
○
房
。
斎
も
冒
口
箇
切
一
①
ｐ
ご
Ｑ
ご
《

ｌ
己
）
に
つ
い
て
そ
の
若
干
の
論
文
は
成
狸
変
蹉
的
Ｈ
的
を
辿

求
せ
ん
と
す
る
も
の
な
る
も
、
そ
れ
は
ゲ
ー
テ
の
汗
す
る
が
如

き
単
な
る
庇
川
的
兄
地
か
ら
の
み
無
雑
作
に
皿
解
さ
か
栂
な
い

も
の
で
あ
り
、
寧
ろ
生
業
の
炊
架
と
卑
小
か
ら
脱
却
せ
ん
と
す

る
メ
ー
ゼ
ル
が
仙
我
を
表
明
せ
ん
と
欲
し
た
る
成
果
で
あ
る
と

論
ず
る
の
は
興
味
あ
る
示
唆
と
言
・
釦
へ
き
で
今
？
り
う
。

つ
い
で
流
者
は
メ
ー
ゼ
ル
の
政
治
恐
恕
に
つ
い
て
論
及
し
ド

イ
ツ
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
と
し
て
の
性
桁
を
剛
明
せ
ん
と
試
み

る
。
「
彼
は
新
興
自
然
哲
學
に
反
封
し
、
古
代
史
に
微
し
て
肢

桁
な
る
階
級
的
組
織
の
合
Ｈ
的
性
を
論
脈
し
、
〃
占
右
の
人
川
肚

竹
に
於
て
波
ず
る
恐
ろ
し
く
兎
要
な
役
割
を
恕
定
し
た
。
し
か

し
そ
の
占
有
の
洲
は
朧
表
が
土
地
に
照
合
さ
れ
た
る
占
称
で
あ

り
、
機
称
に
左
右
さ
れ
る
が
如
き
動
産
を
意
味
し
な
い
。
」
と
。

か
や
う
に
メ
ー
ゼ
ル
が
牌
蒙
糀
艸
の
抽
象
的
な
る
合
狐
韮
韮
的

思
惟
を
排
し
て
、
鵬
史
的
研
究
に
導
か
れ
乍
ら
よ
く
歴
史
的
塊

戒
に
禰
眼
し
、
叫
家
組
織
魁
の
自
然
的
な
云
は
図
物
孜
的
な
根

推
に
注
Ｈ
し
て
ゐ
る
こ
と
が
詣
捕
さ
れ
る
。
次
に
「
無
松
序
即
ち

恐
る
蝶
へ
き
杜
愈
の
分
裂
は
新
川
の
諭
挽
等
に
よ
っ
て
余
朏
と
し

て
の
比
族
に
脚
碓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
雷
ふ
こ
と
は
伽
革
命

主
韮
渚
の
感
歎
的
企
側
と
同
様
諜
つ
た
も
の
で
あ
る
と
メ
ー
ゼ

ニ
五
一

4

、

｜
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I

I

、

ヘ

、
一

I

、

く
迄
上
か
ら
の
專
制
的
椛
力
の
絶
對
性
を
要
諦
せ
ん
と
す
る
。

か
く
て
「
民
衆
を
詣
導
す
今
へ
き
技
術
は
政
治
的
結
果
の
良
否
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
更
に
凹
家
の
桁
導
者
に
と
っ
て
は
人
間
的

右
徳
の
如
き
は
単
な
る
政
治
的
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
彼
が
傑
れ

た
る
導
門
家
で
あ
る
な
ら
ば
、
此
の
手
段
の
御
隆
で
驚
異
的
な

る
夫
紋
的
成
果
を
收
め
得
る
。
」
と
。
即
ち
柑
導
者
は
現
班
的
効

果
に
亜
き
を
泄
き
、
打
算
の
み
を
行
鯛
的
標
準
と
し
Ｄ
識
例
の

み
を
窮
秘
目
的
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
剛
家
秩
序
の
建
設
と

政
論
的
行
婚
の
自
律
性
と
を
意
州
す
べ
き
で
あ
り
、
迩
徳
的
誹

の
如
き
は
こ
の
側
的
逹
成
の
効
果
的
な
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
も

の
。
と
老
へ
ら
れ
て
来
る
。

以
上
メ
ー
ゼ
ル
の
政
治
思
想
の
問
題
的
似
向
を
窺
っ
て
見
た

わ
け
で
あ
る
が
、
彼
の
政
治
思
想
が
他
我
を
表
肌
せ
し
も
の
な

垂
報

ル
は
老
へ
た
。
比
衆
を
指
導
す
壷
へ
き
漠
の
統
流
術
は
猯
導
器
獅

自
の
並
熱
迩
成
に
必
要
な
る
行
爲
を
な
す
と
い
ふ
鮎
に
成
立
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。
こ
Ｌ
に
お
い
て
『
政
治
家
』
と
い
ふ
有

能
に
し
て
完
成
さ
れ
た
個
性
が
載
亜
さ
れ
、
政
治
は
猯
導
者
の

技
術
と
見
倣
さ
れ
、
剛
家
は
か
上
る
技
術
に
よ
っ
て
、
所
訓

『
薬
術
仙
と
し
て
の
幽
家
』
即
ち
蕊
術
的
形
成
と
し
て
の
政
治

的
統
一
に
斑
ら
さ
れ
る
《
へ
き
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
統
一
は
立

惣
的
統
一
よ
り
も
専
制
的
統
一
に
似
き
、
民
衆
と
市
此
と
が
従

た
る
地
位
に
壯
か
れ
て
来
る
。
か
く
の
如
く
メ
ー
ゼ
ル
は
啓
蒙

主
義
の
比
主
主
義
的
・
自
由
主
義
的
理
恕
の
優
越
を
拒
否
し
あ

『

ノ

I

側
が
政
論
思
恕
自
髄
の
圏
内
に
於
て
の
み
メ
ー
ゼ
ル
を
ド
イ
ツ

と
し
て
の
メ
ー
ゼ
ル
の
歴
史
的
開
與
を
も
興
味
深
く
考
裟
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一

、

成
功
し
て
ゐ
る
も
の
と
老
へ
ら
れ
て
よ
い
。

以
上
が
こ
の
小
論
の
主
迦
を
排
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

論
』
に
表
明
さ
れ
し
↓
、
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
そ
れ
に

こ
ろ
戒
に
驚
く
金
へ
き
狸
で
あ
る
。
こ
の
鮎
ベ
ー
テ

狐
祭
す
る
と
き
そ
の
都
度
摘
記
さ

ド
イ
ツ
『
民
族
め
忠
変
な
る
英
雄
』
た
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
モ

ー
リ
ッ
・
ア
ル
ン
ト
（
一
七
六
九
’
一
八
六
○
）
は
十
九
世
紀

に
於
て
は
等
剛
覗
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
世
界
大
戦
と
共
後
の
十
年

間
の
怒
涛
昨
代
の
影
等
に
よ
り
か
再
び
ド
イ
ツ
意
識
の
中
に
雁

宙
〆

込

そ
の
他
彼
の
民
衆
教
背
の
功
紙
を
郡
へ
「
自
由
主

二
五
二

る
か
否
か
は
暫
く
描
き
ｂ
そ
の
政
治
思
想
の
み

ゲ
ェ
リ
ス
ト
と
し
て
描
か
ん
と
す
る

の
↓
、
キ
ア
ヴ
ェ
リ
と
し
て
換
言

甸
凰
⑦
号
一
旦
〕
ｍ
の
⑦
ロ
厨
切
》
国
舜
目
黒
シ
［
○
国
目
少
目
丘
誘

●

由

５
口
⑦
『
①
君
曽
丘
冒
画
函
２
百
．
（
己
①
ｇ
ｍ
ｏ
写
①
”
匡
口
号
呂
色
Ｆ

舂
胃
四
段
》
冒
農
．
お
ち
．
、
切
望
ｌ
駅
）

（
Ｅ
ｏ
Ｍ
・
ア
ル
ン
ト
の
内
面
的
愛
化
〕本

多
四
郎

す
れ
ば
彼
を
忠
班
．
な
る
マ
キ
ア

れ
た
三
鮎
に
お
い
て

に
存
す
る
限
り
彼
は
充
分

’
酷
似
す
る
と

韮
的
教
授
」

を
抽
川
し
て

ル
セ
ン
の
圭
侶

／

『
湫
主

〃 ﾉ

〆

ゴ
1
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1
1

錘
。
報

知
封
し
Ｐ
“ｐ
■
Ｕ
●

史
的
鞭
件
を
惑
柵
し
な
が
ら
コ
ル
シ
カ
人
に
よ
っ
て
歴
雌
さ
れ

た
粂
欧
世
界
を
注
池
し
た
。
怖
昨
異
郷
に
さ
す
ら
ふ
孤
獅
な
る

身
を
慰
め
し
も
の
は
批
瓢
淑
女
逹
と
の
交
際
で
あ
っ
た
。
の
み

な
ら
ず
多
幸
な
る
結
蛎
生
澗
と
幾
多
の
女
性
と
の
交
流
は
彼
に

女
性
生
荊
の
内
奥
を
戦
へ
た
。

や
が
て
彼
が
「
祁
叫
を
愛
し
そ
の
婚
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
な

す
は
美
し
き
も
、
人
川
た
る
邪
ｌ
狐
脚
的
な
る
も
の
よ
り
あ

ら
ゆ
る
人
側
的
な
る
も
の
を
黛
敬
せ
る
こ
と
は
限
り
な
く
よ
り

美
し
き
こ
と
な
り
。
」
と
謡
る
に
及
ん
↑
で
錐
三
段
階
に
到
逹
す

る
。
さ
れ
ど
彼
は
窮
枇
に
於
て
不
純
な
る
世
界
主
義
、
無
鍼
蝿

な
る
古
典
主
義
並
び
に
誤
ま
れ
る
浪
些
主
義
と
も
絶
縁
し
て
ゐ

た
。
彼
に
は
再
び
深
く
根
ざ
せ
る
雨
親
の
偏
仰
と
獅
自
の
少
年

時
代
が
甦
つ
た
。
か
く
て
キ
リ
ス
ト
数
に
復
蹄
し
来
れ
る
彼
は

‐
自
己
の
深
き
催
験
と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
ド
イ
ツ
解
放
郡
業
と
に

よ
り
て
碓
乎
た
る
人
間
と
豫
両
者
へ
と
陶
冷
さ
れ
ド
イ
ツ
人
・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
解
放
迩
動
の
折
導
者
と
な
っ
た
。
此
の

困
難
な
る
職
の
中
に
髄
得
し
た
ド
イ
ツ
的
・
キ
リ
ス
ト
歎
的
粘

艸
は
暹
き
生
涯
の
後
牛
に
於
て
硴
立
深
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
一
八
一
九
年
『
幽
家
に
危
肱
な
る
活
動
と
結
枇
』
に
對

す
る
那
腿
の
鰯
ボ
ン
大
學
を
逐
は
れ
世
人
に
封
す
る
顯
若
な
影

、

無
力
を
端
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
の
如
く
ア
ル
ン
ト
を
一
価
の
人
桁
と
・
し
て
彼
の
内
面
的

發
展
の
通
を
辿
ら
ん
と
す
る
所
に
此
の
小
論
の
雑
色
が
求
め
ら

砥

Ｔ
Ｉ
Ｉ
’
二

’

I

簾
十
三
Ｍ
例
愈

昭
和
十
四
年
十
二
月
三
日
於
縣
敷
育
称
樅

一
、
庇
漱
淡
窓
の
經
天
思
恕
長
赤

一
、
北
支
蒙
卵
秘
薬
談
垂
松
俊

罪
十
四
皿
例
含

昭
和
十
五
年
五
月
十
九
日
於
三
炎
閣

一
、
誠
詩
偶
感
目
加
川

錐
十
五
Ｍ
例
命

昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
於
三
炎
開

一
、
良
知
魂
成
説
９
岡
川
武

一
、
蒙
聯
旅
行
談
延
凹
大
學
助
数
授
井
遜

節
十
六
回
例
愈
“
〃

昭
和
十
六
年
一
月
汁
凹
日
於
三
畏
閣

支
那
の
離
妬
丈
番
に
つ
い
て
・
仁
井
川

節
十
七
回
例
禽
・

昭
和
十
六
年
二
月
九
日
於
縣
教
育
倉
僻

が
籾
略
に
失
し
、
而
も
そ
の
發
腿
を
促
す
・
ヘ
さ
契
機
の
究
明
に

徹
底
を
峡
き
従
っ
て
ア
ル
ン
ト
の
雁
火
的
・
肚
介
的
存
在
た
る

の
了
解
も
不
充
分
な
る
感
を
懐
か
し
め
る
の
は
迩
憾
で
あ
る
。

れ
る
で
あ
ら
う
。

九
州
支
那
學
會

併
し
な
が
ら
多
陳
多
彩
な
る
↑
へ
き
中
期
の
姿

二
五
四

彦
・
氏

總
夫
氏

誠
致
授

章吉
波数
投投

陞

氏
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